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大　会　日　程　　　

Ａ会場（基礎教育実験棟）, B - E会場（全学共通教育棟）

４月２日（月）




13:00-15:40 
殺虫剤研究班集会
Ｂ会場（８１０教室）

13:00-15:00 
ダニ類研究班集会
Ｃ会場（８２０教室）


13:30-15:30
アブ研究会集会
Ｄ会場（８２１教室）


14:00-16:00
生理分子生物談話会
Ｅ会場（８２２教室）

４月３日（火）



09:00      
受付開始
Ａ会場


09:30-12:00
一般講演
Ａ会場, Ｂ会場


12:10-12:40
編集委員会
Ｃ会場（８２０教室）


13:00-14:30
一般講演
Ａ会場


14:40-15:20
総会
Ａ会場


15:30-16:30
学会賞・佐々賞授賞式、学会賞受賞講演　　Ａ会場


16:40-17:40
特別講演
Ａ会場


18:00-20:00
懇親会
第１学生ホール

4月４日（水）




09:00-10:00 
一般講演
Ａ会場, Ｂ会場



10:20-12:00
シンポジウム
Ａ会場

　
12:10-12:40　　情報委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ会場



13:00-14:10
一般講演
Ａ会場, Ｂ会場

第50 回日本衛生動物学会賞　受賞者

冨田　隆史（国立感染症研究所昆虫医科学部）

「衛生害虫の殺虫剤抵抗性獲得の分子機構解明に関する研究」

Tomita，T．（National Institute of Infectious Diseases）

Study on molecular mechanisms of insecticide resistance in medical pests
第17回佐々賞　受賞者

比嘉　由紀子（長崎大学熱帯医学研究所生物環境分野）

受賞論文

Higa, Y., Hoshino, K., Tsuda, Y. and Kobayashi, M.（2006）Dry-ice trap and human bait collection of mosquitoes in the eastern part of Hokkaido, Japan.57(2)93-98.

田村　佳子（ヤシマ産業株式会社）
受賞論文

Tamura, Y., Tsubaki, Y., Terada, Y., Kohmoto, M. and Kamio, T.（2004）The efficacy of etoxazole against Haemaphysalis longicornis (Acari: Ixodidae), as a tick control agent.55(4)：303-311.

4月３日（火）　9：40-11：20　Ａ会場

座長　大塚靖

09：40　A01　蚊類のアルボウイルス媒介能（1１）北海道産ヤマトヤブカのウエストナイルウイルス感受性

*江下優樹１）, Srisawat　Raweewan２）, 高島郁夫３）, 高崎智彦４）, 水田英生５）, 内田幸憲６）, 小林睦生７）, 倉根一郎４） （１）大分大学医学部感染予防医学教室 ２）Department of Medical Entomology   Faculty of Medicine, Mahidol University ３）北海道大学大学院獣医学研究科公衆衛生学教室   ４）国立感染症研究所ウイルス第一部 ５）大阪検疫所 ６）神戸検疫所 ７）国立感染症研究所昆虫医科学部）

09：50　A02　　国内捕集コガタアカイエカからの日本脳炎ウイルスの検出および系統解析

*伊澤晴彦１）, 中口梓１）, 星野啓太１）, 佐々木年則１）, 津田良夫１）, 井上真吾２）, 森田公一２）, 比嘉由紀子２）, 川田均２）, 高木正洋２）, 千屋誠造３）, 渡辺護４）, 斎藤一三１）, 小林睦生１）, 澤邉京子１）（１）国立感染症研究所 ２）長崎大学 ３）高知県衛生研究所 ４）富山県衛生研究所）

10：00　A03　　渡り鳥飛来地における蚊の捕集とウエストナイル熱病原体の検出結果

*津田良夫１）, 星野啓太１）, 伊澤晴彦１）, 伊澤晴彦１）, 中口梓１）, 葛西真治１）, 片野理恵２）, 金京純１）, 駒形修１）, 冨田隆史１）, 佐々木年則１）, 林利彦１）, 澤邉京子１）, 小林睦生１） （１）国立感染症研究所 ２）麻布大学）

10：10　A04　　本邦イエカ属蚊類から分離された新規フラビウイルスの性状解析

*星野啓太１）, 伊澤晴彦１）, 津田良夫１）, 矢野和彦１）, 佐々木年則１）, 油田正夫２）, 高崎智彦３）, 小林睦生１）, 澤邉京子１） （１）国立感染症研究所昆虫医科学部 ２）三重大学医学部 ３）国立感染症研究所ウイルス第1部）

10：20　A05　　未知の蚊媒介性ウイルス検出を目的としたWhole genome amplificationの応用

*木原悠希１）, 佐藤朝光１）, 酒井宏治２）, 江下優樹３）, 宮田健４）, 鹿志毛信広１）, 見明史雄１）, 水谷哲也２） （１）福岡大学薬学部 ２）国立感染症研究所ウイルス第一部 ３）大分大学医学部 ４）琉球大学遺伝子実験センター）

座長　伊澤晴彦

10：30　A06　　The new species of Ascogregarina from Ochlerotatus japonicus japonicus
*Roychoudhury, S., Isawa, H., Hoshino, K., Sasaki, T., Sawabe, K., Kobayashi, M.

(Department of Medical Entomology, National Institute of Infectious Diseases)

10：40　A07　　SINEによるヒトスジシマカ集団の遺伝的変異について

*大塚靖, 高岡宏行（大分大学医学部）

10：50　A08　　アカイエカ種群蚊の殺虫剤抵抗性及び亜種判別に関わる遺伝子型の個体別決定法

*駒形修１）, 小原秩美２）, 葛西真治１）, 津田良夫１）, 小林睦生１）, 本山直樹２）, 冨田隆史１）
（１）国立感染症研究所・昆虫医科学 ２）千葉大・園芸）

11：00　A09　　コガタアカイエカ殺虫剤抵抗性アセチルコリンエステラーゼ遺伝子の東アジアにおける分布

李時雨１）, 葛西真治１）, 駒形修１）, 津田良夫１）, 比嘉由紀子１）, Weerasinghe　Indira２）, 小林睦生１）, *冨田隆史１） （１）国立感染症研究所 ２）Medical Research Institute, Sri Lanka）

11：10　A10　　選択的スプライシングによって生じたネッタイイエカのグルタチオン転移酵素

*葛西真治, 駒形修, 岡村佳香, 冨田隆史 （国立感染症研究所昆虫医科学部）

4月３日（火）　9：30-11：10　Ｂ会場

座長　高橋守

09：30　B01　　三重県志摩半島の日本紅斑熱を含むリケッチア感染症に関する予備調査結果（予報）

*鎮西康雄１）,  安藤勝彦１）,  坂部茂俊２）,  谷村忍２）,  吉村平３）,  池田健４）, 関めぐみ５）, 西久保 公映５）, 岩崎博道６） （１）三重大学大学院医学系研究科 ２）山田赤十字病院 ３）三重県立志摩病院 ４）市立伊勢総合病院 ５）紀南病院 ６）福井大学医学部

09：40　B02　　三重県志摩半島のリケッチア感染症：日本紅斑熱の症例
*阪部茂俊１）, 谷村忍１）, 辻幸太１） , 藤田博巳2), 山本正悟3), 堤寛4), 安藤勝彦5), 鎮西康雄5) （１）山田赤十字病院 2)大原研究所 3)宮崎県衛生研究所 4)藤田保健衛生大学 5)三重大学大学院医学系研究科医動物感染医学分野）

09：50　B03　　新たに紅斑熱多発地とみなされた三重県志摩半島におけるベクター調査（予報）

*高田伸弘１）, 矢野泰弘１）, 岩崎博道１）, 藤田博己２）, 鎮西康雄３） （１）福井大学医学部 ２）大原綜合病院附属大原研究所 ３）三重大学大学院医学系研究科）

10：00　B04　　長野県産マダニ類および野鼠類からのBabesia microtiの検出

*矢野泰弘１）, 斎藤あつ子２）, 及川陽三郎３）, 高田伸弘１） （１）福井大学医学部病因病態医学講座２）神戸大学大学院医学系研究科ゲノム科学講座 ３）金沢医科大学感染防御学）

10：10　B05　　久留米市, 特に市街地におけるマダニ調査

米田豊/久留米大学医学部寄生虫学講座

座長　矢野泰弘

10：20　B06　　重篤な皮膚炎を発症したケモチダニ感染NCマウスにおけるダニが保有するシステインプロテアーゼの意義

*及川陽三郎１）, 池田照明１）, 大原義朗２） （１）金沢医科大学生体感染防御学 ２）金沢医科大学生体感染防御学）

10：30　B07　　Defensin gene regulation in Ornithodoros moubata (Acari: Argasidae)

Nakajima Yoshiro１）, *Taylor DeMar２）, Yamakawa Minoru1) (1)Innate Immunity Laboratory,  National Institute of Agrobiological Sciences, Tsukuba, Japan 2)Graduate School of Life and Environmental Sciences, University of Tsukuba, Tsukuba, Japan)

10：40　B08　　インハルムツツガムシによる皮膚炎

*三角仁子１）,  Lerdthusnee Kriangkrai２）,  高橋守３）, 菊地博達４）, 松本勲４） （１）川越初雁高校 ２）Armed Forces Research Institute of Medical Sciences,  US Army Medical Component,  Bangkok,  Thailand ３）川越総合高校, 埼玉医科大学　４）埼玉医科大学麻酔学教室）

10：50　B09　　リケッチア陽性および陰性フレッチェリ－およびチャングライツツガムシの生活史の比較

*高橋守１）,  Lerdthusnee Kriangkrai３）, 三角仁子４）, Khlaimanee Nittaya３）, Monkanna　Taweesak３）, Weerayut Chareonsongsermkit３）, Surachai Leepitakrat３）, 菊地博達２） （１）川越総合高校, 埼玉医科大学 ２）埼玉医科大学麻酔学教室 ３）Armed Forces Research Institute of Medical Sciences,  US Army Medical Component,  Bangkok,  Thailand ４）初雁高校）

11：00　B10　　鹿児島県におけるツツガムシ類の季節消長およびイカオタマツツガムシの形態変異

*野田伸一１）,  山本進２） （１）鹿児島大学多島圏研究センター ２）鹿児島大学大学院医歯学総合研究科環境医学）

4月３日（火）　11：20-13：40　Ａ会場

座長　冨田隆史　

11：20　A11　　イエカ属およびヤブカ属蚊の吸血嗜好性から見た疾病媒介能

*澤邉京子１）, 伊澤晴彦１）, 比嘉由紀子２）, 葛西真治１）, 中口梓１）, 星野啓太１）, 佐々木年則１）, 津田良夫１）, 小林睦生１） （１）国立感染症研究所 ２）長崎大学熱帯医学研究所）

11：30　A12　　メトフルトリンを含有した常温揮散製剤の蚊に対する空間忌避効果に関する検討（７）ベトナム・ハイフォン市ドソンの民家におけるネッタイシマカを対象とした新樹脂製剤の残効性試験

*川田均１）, 比嘉由紀子１）, Nguyen　Thi Yen２）, Nguyen　Thuy Hoa２）Nguyen　Thuy Hoa２）, Truong　Minh Sang３）, Nguyen　Van Dan４）,  Pham　Ngoc Dinh２）, Pham　Ngoc Dinh２）, 高木正洋１）
（１）長崎大学熱帯医学研究所 ２）National Institute of Hygiene & Epidemiology,  Hanoi,  Vietnam, ３）Hai Phong Preventive Medicine Center,  Vietnam ４）Do Son Health Center,  Vietnam）

11：40　A13　　メトフルトリンを含有した常温揮散製剤の蚊に対する空間忌避効果に関する検討（８）タンザニア・バガモヨの民家におけるハマダラカ群を対象とした新樹脂製剤の残効性試験

*川田均１）, Temu　Emmanuel A. １）, Minjas　Japhet N. ２）, 松本修３）, 岩崎智則３）, 都野展子１）, 高木正洋１） (１)長崎大学熱帯医学研究所 ２)Muhimbili University College of Health Science, Dar es Salaam, Tanzania ３)住友化学株式会社)

11：50　A34　
ハマダラカ唾液に含まれる抗血小板凝集活性を有するAnopheles Anti-Platelet Aggregation Protein
*吉田栄人1) , 周藤俊樹2), 嶋田陽平1), 松岡裕之1), 川﨑昌則3), 長村芳恵2), 林秀樹2),問可和之2), 山田能久2)
（1）自治医科大学　感染・免疫学　医動物学 2）大塚製薬㈱　探索第一研究所・3）微生物研究所）

12：20-12：40　　編集委員会　（C会場）

座長　村主節雄

13：00　A14　　ハマダラカ脚白帯対節比の近縁種間差異への寄与

*高井憲治１）, 小熊譲２）, 小林睦生３）, 栗原毅３） （１）聖マリアンナ医科大学 ２）筑波大学 ３）国立感染症研究所）

13：10　A15　　オオクロヤブカArmigeres subalbatusにおけるネズミマラリア原虫Plasmodium bergheiの感染

*佐々木年則１）,  齋藤典子２）,  伊澤晴彦１）,  星野啓太１）,  澤邉京子１）,  小林睦生１）
（１）国立感染症研究所昆虫医科学部 ２）国立感染症研究所電子顕微鏡室）

13：20　A16　　概日リズムによるハマダラカCO2感受性の支配

*前川絵美１）, 吉村文１）,徳永史生２）, 嘉糠洋陸１） (１)帯広畜産大学　原虫病研究センター ２)大阪大学大学院理学研究科　宇宙地球科学専攻)

13：30　A17　　アフリカのマラリア媒介蚊Anopheles gambiaeは酷暑が苦手

*池本孝哉 （帝京大・医・微生物）

4月３日（火）　11：10-13：40　Ｂ会場

座長　上村清

11：10　B11　　セアカゴケグモ分布の現状

吉田政弘1), 二瓶直子2), 駒形　修2), 金田　弘幸2), 小林睦生2) (1)　いきもの研究社   2)　国立感染症研究所昆虫医科学部)

11：20　B12　　大阪府におけるセアカゴケグモ生息密度と咬症例について

*二瓶直子１）, 吉田政弘２）, 国田正忠３）, 駒形修１）, 金田弘幸４）, 小林睦生１）/１）国立感染症研究所昆虫医科学部, ２）いきもの研究社, ３）大阪ペストコントロール協会, ４）パスコ中部事業部事業推進室

11：30　B13　　タバコシバンムシから分離された真菌類　－第５報－

*川上 裕司１）, 中川淳３）, 岩野秀俊３）, 内田明彦２）, 髙橋治男４） (１) (株) エフシージー総合研究所環境科学研究室１） ２）麻布大学医動物学研究室 ３）日本大学応用昆虫学研究室 ４）千葉県衛生研究所真菌室）

11：40　B14　　名古屋市内のネズミより分離されたレプトスピラ(2000-2005)

*角坂照貴１）, 増澤俊幸２） (１)愛知医科大学 ２）千葉科学大学 ３）名古屋市生活衛生センター）

12：20-12：40　　編集委員会　（ Ｃ会場　）

座長　平林公男

13：00　B15　　虫体各部位への殺虫エアゾール原液局所施用における速効性比較

*杉浦正昭１）, 高木正洋２）, 川田均２） （１）フマキラー株式会社 ２）長崎大学熱帯医学研究所）

13：10　B16　　アルゼンチンアリの殺虫剤感受性

*杉浦正昭,  杉山隆史 （フマキラー株式会社）

13：20　B17　　殺虫エアゾール粒子の虫体への付着状況が効力に与える影響

*杉浦正昭 （フマキラー株式会社）

13：30　B18　　チャバネゴキブリの風に対する反応

*富岡康浩１）,  柴山淳１）,  井上美沙２）,  舟根空見子２）, 川上泰２） （１）イカリ消毒株式会社　２）麻布大学医動物学教室）

4月３日（火）　13：40-18：00　Ａ会場

座長　高井憲治

13：40　A18　　長崎大学ケニヤプロジェクトとマラリア研究

*二見恭子,  皆川昇,  金子聰,  一瀬休生,  嶋田雅曉 （長大・熱研・ケニヤプロジェクト）

13：50　A19　　パプア・ニューギニアにおけるマラリア媒介蚊の調査（13）Anopheles punctulatus groupの分布とITS2およびCOII領域を用いた系統解析

*藤本千草, 村主節雄,  Hasan Arif-Ul, Itaki Rodney, 原田正和　(香川大・医・国際医動物学)
14：00　A20　　Behavior of Anopheles stephensi,  Aedes albopictus and Culex pipiens larvae; differences in behavior organization

* Itaki. R, Suguri. S, Arif. H, Fujimoto. C, Harada. M. (Department of International Medical Zoology, Kagawa University.)
14：10　A21 　Phylogeography and dispersion pattern of Anopheles farauti s.s. mosquitoes in Melanesia.

*Arif- Ul- Hasan, Setsuo Suguri, Chigusa Fujimoto, Rodney Londari Itaki　and Masakazu Harada.
(Department of International Medical Zoology, Faculty of Medicine, Kagawa University,)

14：20　
休憩

14：40－15：20　総会

15：30－16：30　学会賞（冨田　隆史　）・佐々賞（比嘉　由紀子, 田村　佳子）受賞式

　　　　　　　　　　学会賞受賞講演

　　　　　　　　　　冨田　隆史

　　　　　　　　　　「衛生害虫の殺虫剤抵抗性獲得の分子機構解明に関する研究」
16：40-17：40　　特別講演　（座長　福永　昭廣）

　　　　　　　　　　　増田　啓子

　　　　　　　　　　「地球温暖化による身近な生物への影響」

18：00-20：00　　懇親会　（杉本キャンパス、第１学生ホール）

4月3日（火）　13：40-14：20 B会場

座長　川田均

13：40　B19　　ネズミの生息予測に都市地理情報を利用する試み

*谷川力１）,  春成常仁１）,  二瓶直子２）,  駒形修２）, 小林睦生２） （１）イカリ消毒株式会社, ２）国立感染症研究所）

13：50　B20　　生ごみ処理廃基材に集まる昆虫相

*平林公男, 木村悟朗, 大賀啓子 （信州大学繊維学部応用生物科学科応用生態学講座）

14：00　B21　　シャーガス病のベクターであるTriatoma infestansの卵に寄生する寄生蜂 Telenomus fariaiの生態

*堀尾政博１）, 北川雄大２）, 北田昇平２）, 宮岡亮２） （１）長崎大学熱帯医学研究所・熱帯感染症研究センター ２）産業医科大学）

14：10　B22　　ドクガ毒液, ブユ虫体抽出液に対する末梢血リンパ球増殖反応とサイトカイン産生

*夏秋優 （兵庫医科大学皮膚科）

14：40－17：40　Ａ会場にて総会, 学会賞受賞講演, 特別講演

4月4日（水）　09：00-12：00　Ａ会場

座長　渡辺護

09：00　A22　　「西宮市における蚊幼虫の発生状況調査」(1):疾病媒介蚊対策の重要性に関する科学的根拠

*小林　睦生１）,  吉田政弘２）, 水谷正時３）, 二瓶直子１）,  駒形修１）,  望月貫一郎４） （１）国立感染症研究所昆虫医科学部 ２）いきもの研究社 ３）西宮市環境衛生課 ４）パスコ研究開発センター）

09：10　A23　　[西宮市における蚊幼虫の発生状況調査」 (２) 蚊幼虫発生源調査結果（中間報告）

*吉田 政弘１）, 水谷 正時２）, 二瓶 直子３）, 駒形　 修３）, 望月 貫一郎４）, 小林 睦生３） 

(1)いきもの研究社 2)西宮市環境衛生課 3)国立感染症研究所昆虫医科学部 4)パスコ研究開発センター)

09：20　A24　　西宮市における蚊幼虫の発生状況調査（3）：GISによる幼虫発生状況の解析と防除対策立案にむけて

*二瓶直子１）, 吉田政弘２）, 水谷正時３）, 駒形修１）, 望月貫一郎４）, 小林睦生１） （１）国立感染症研究所昆虫医科学部 ２）いきもの研究社 ３）西宮市環境衛生課 ４）パスコ研究開発センター）

座長　吉田政弘

09：30　A25　　名古屋市内における蚊の調査(2006)

*横井寛昭,上手雄貴, 田伸一郎 （名古屋市衛生研究所）

09：40　A26　　富山県における過去40年間のコガタアカイエカの発生状況

*渡辺護, 長谷川澄代, 小原真弓 （富山県衛生研究所）

09：50　A27　　江別市における吸血性カ類の捕獲調査

*山岡寿惠, 佐々木均 （酪農学園大学）
10：00　
休憩

10：20-12：00　シンポジウム“地球温暖化と虫”　座長　今井長衛兵

1. 山村　光司　「地球温暖化と害虫発生」
2. 小林　睦生　「地球規模での温暖化が蚊媒介性感染症の疾病構造に与える影響」
12：00　
休憩

4月4日（水）　09：00-10：00　Ｂ会場

座長　深瀬徹

09：00　B23　　牛舎周辺からのヌカカ幼虫の採集と分子生物学的手法による種同定の試み

*梁瀬徹１）,  松本由記子２）,  野田博明２）,  福永義巳１）,  加藤友子１）,  山川睦１） （１）動物衛生研究所九州支所 ２）農業生物資源研究所）

09：10　B24　 冬季に活動期を迎えるオオクロバエの脂質
*森林敦子１） 田中康仁２） 杉江　元３） 片桐千仭４） 沢辺京子１） 津田良夫１）倉橋　弘１）
（１）国立感染症研究所昆虫医科学部 ２）国立感染症研究所細胞化学部 ３）独立行政法人・農業環境技術研究所昆虫ユニット ４）北海道大学・低温科学研究所）

09：20　B25　　台湾のサシバエミトコンドリアDNAに認められる遺伝的差異

*黄耀徳,  佐々木均,  上田純治 （酪農学園大学）

座長　森林敦子

09：30　B26　　アカゲラおよびブッポウソウのヒナから見いだされたトリチスイコバエCarnus hemapterus Nitzsch (双翅目, チビコバエ科)について

*岩佐光啓１）,  森さやか２）, 飯田知彦３）, 中森純也４） （１）帯広畜産大学昆虫学研究室 ２）東京大学大学院院・農・生圏システム ３）広島市役所 ４）鳥取大学鳥由来人獣共通感染症疫学センター）

09:40　B27　　オオクロバエの生活史についての新知見

*倉橋弘,  林利彦,  津田良夫 （感染研, 昆虫医科学部）

09：50　B28　　イエバエ成虫に対するジノテフランのペインティングベイト用散剤の殺虫効果

*深瀬徹１）,  土屋輝美２）,  谷尾知治３）,  宮口純一３） （１）明治薬科大学, ２）住化エンビロサイエンス株式会社, ３）住友化学株式会社）

10：20-12：00　Ａ会場にてシンポジウム

4月4日（水）　13：00-14：00　Ａ会場

座長　津田良夫

13：00　A28　　東マレーシア・サラワク州のバリオ高地に自生する食虫植物（Ｎｅｐｅｎｔｈｅｓ）のツボ内に発生するギンモンカ属(Topomyia)の１新種

*宮城一郎１）, 岡澤孝雄２）, 當間孝子１）, レイ　チャールス３） （１）琉球大学 ２）金沢大学 ３）マレーシア サラワク博物館）

13：10　A29　　東マレーシア・サラワク州, クチン近辺のココナツに発生するクロヤブカ属5種の形態

*當間孝子１）, 岡澤孝雄２）, 宮城一郎１）, レイ　チャールス３） （１）琉球大学 ２）金沢大学 ３）マレーシア　サラワク博物館）

13：20　A30　　東マレーシア サラワク州における蚊の発生源としてのココナツ殻

*岡沢孝雄１）, 當間孝子２）, 宮城一郎２）, Leh　Charles３） （１）金沢大学留学生センター ２）琉球大学医学部保健学科 ３）サラワク博物館）

座長　當間孝子

13：30　A31　　南大東島における鳥マラリア媒介蚊の季節消長

*松井晋１）,  津田良夫２）, 斉藤篤思１）,  赤谷加奈１）,  山内健生3), 佐藤雪太4), 高木昌興１）, 村田浩一4)  （１）大阪市立大学 ２）国立感染症研究所 ３）広島大学 ４）日本大学）

13：40　A32　　野外より採集された蚊の平均寿命について

*津田良夫１）,  金京純１）,  片野理恵２）, 比嘉由紀子３）, 星野啓太１）,  葛西真治１）,  林利彦１）,  澤邉京子 （１）国立感染症研究所 ２）麻布大学 ３）長崎大学）

13：50　A33　　ベトナム国ナチャン市におけるネッタイシマカの対策上重要な発生源容器に関する研究

*都築中１）,  ブ　トランヅオック２）, 比嘉由紀子３）,  レ　ビェトロ４）, レ　トランギャ４）, トン　バンアン４）, ブイ　カムニュン４）, ブイ　タンフー４）, 後藤健介５）, 野内英樹３）, ギュエン　ティエン２）,  高木正洋１） （１）長崎大学熱帯医学研究所生物環境分野 ２）ベトナム国立予防衛生研究所 ３）長崎大学国際連携研究戦略本部ベトナムプロジェクト ４）ベトナムニャチャンパスツール研究所 ５）長崎大学熱帯医学研究所社会環境分野）

14：00　閉会

4月4日（水）　13：00-14：10　Ｂ会場

座長　佐々木均

13：00　B29　　神通川川辺マンションにおける冬季のユスリカ大量飛来

*上村清１）, 吉枝卓郎１）, 柳沢清雅１）, 小林貞２） （１）丸三製薬, ２）川崎市）

13：10　B30　　南西諸島のシラミバエ相（予報）

*山内健生１）, 片岡宣彦２）, 鶴見みや古３）, 尾崎清明３）, 室井利夫４）, 村田浩一５）, 津田良夫６）
（１）広島大学 ２）（株）鳥類環境 ３）山階鳥類研究所 ４）（株）フジ環境サービス ５）日本大学 ６）国立感染症研究所）

13：20　B31　　日本産ヌノメフンコバエ属（双翅目：フンコバエ科）について

林利彦 （国立感染症研究所昆虫医科学部）

13：30　B32　　アブ調査に有効なマレイズとボックストラップを結合したトラップについて

渡辺護 （富山県衛生研究所）

座長　林利彦

13：40　B33　　留萌市営礼受牧場における吸血性アブ類採集の記録

*助廣那由,  佐々木均 （酪農学園大学）

13：50　B34　　２種薬剤によるニッポンシロフアブ吸血阻止実験

*佐々木均１）,  助廣那由１）,  白石昭彦２） （１）酪農学園大学, ２）東北農業研究センター）

14：00　B35　　大分県におけるブユ成虫のフィラリア自然感染

*福田昌子１）, 青木千春２）, 高岡宏行２） （１）大分大学総合科学研究支援センター ２）大分大学医学部感染予防医学教室）

14：10　閉会

日本衛生動物学会賞受賞講演　4月3日（火）15：30-16：30　Ａ会場

衛生害虫の殺虫剤抵抗性獲得の分子機構解明に関する研究

Study on molecular mechanisms of insecticide resistance in medical pests

冨田隆史（国立感染症研究所）

Takashi TOMITA (National Institute of Infectious Diseases)

殺虫剤抵抗性の主要因となる殺虫剤解毒分子の発現量増大ならびに殺虫剤作用点の感受性低下の分子機構を解明した。

　エステラーゼ(Est)遺伝子のDNA増幅： チカイエカ新宿系統の有機リン剤抵抗性の主要因はEst-B解毒酵素の活性増大であった。この酵素活性増大は構造遺伝子のDNA増幅によること，増幅した遺伝子は染色体上で転写活性に富む拡張染色体領域を形成していたこと，ならびに、本系統の増幅遺伝子は，他のアカイエカ種群蚊系統に示されていた増幅遺伝子とは増幅の起源が異なることを明らかにした。

　シトクロムP450遺伝子の過剰発現： イエバエLPR系統のピレスロイド剤抵抗性の主要因はP450酸化酵素活性の増大であった。同剤代謝性を示す一つのアイソフォームCYP6D1の遺伝子の配列と連鎖群を決定し，酵素活性増大は遺伝子の恒常的過剰発現をもたらす転写調節系の変異により生じたことを明らかにした。

　ナトリウムチャンネル(SC)の感受性低下： アタマジラミのフェノトリン感受性を調査し，2001年に日本で初めてピレスロイド抵抗性コロニーを同定した。ピレスロイド作用点SCのコード配列を本種で決定し，抵抗性コロニーのみが保有する4つのアミノ酸置換を同定した。抵抗性分子診断のための標的を明らかにするとともに，同一起源の抵抗性遺伝子が世界的規模で伝播していることを示した。

　アセチルコリンエステラーゼ (AChE)の感受性低下： コガタアカイエカの有機リン・カーバメイト系殺虫剤作用点AChEの二つアイソフォーム（Ace1とAce2）のコード配列と遺伝子座を決定し，有機リン剤非感受性がAce2酵素アシルポケット座位の一つに生じた置換に基づくことを明らかにした。同座位に生ずる置換は種を超えて殺虫剤抵抗性に係わることを示した。

　これらの研究成果は，殺虫剤抵抗性遺伝子に基づく抵抗性の検出を可能とし，また，薬剤交差抵抗性を回避するための薬剤選択や新規薬剤開発に役立つ。
特別講演　4月3日（火）　16：40-17：40　Ａ会場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

地球温暖化による身近な生物への影響

Impacts on familiar animals and plants by global warming

増田啓子 (龍谷大学)
Keiko Masuda (Ryukoku University)
　世界の気温は100年間に0,66℃上昇、2005年は1998年に次いで２番目、2006年は第３番目の高温、そして2007年１月の気温は1891年来、最も高温の1月平均気温を示している。世界気温の上昇で海面も100年間に9〜88cm上昇している。日本の気温は100年間に1.06℃と世界気温より上昇率は大きく、さらに大都市は人間活動が大きく関与しており、2.5℃の上昇率となっている。日最高気温よりも日最低気温の上昇率が高く、日較差が減少している。地球の温暖化の原因とされている温室効果ガスの大気中濃度のも上昇しており、18世紀の産業革命以前は280ppmであったが現在約380ppmとなり、氷期・間氷期のサイクルの中で経験したことのない値を示している。

　近年の異常高温現象．熱帯夜日数・真夏日・超真夏日の拡大、冬日の減少による温暖化によって、日本でも多くの影響が現れています。身近なところで現れている温暖化の影響と思える現象について紹介します。熱中症や花粉症といった人の健康影響を始め、瀬戸内や日本海の海域への影響、積雪量の減少や高山帯における影響、サクラなどの春の花の開花や秋の紅葉の変化、ミカンやリンゴの産地の変化、南方系の昆虫などの動物や植物の北上、渡り鳥の変化など、特に動植物について紹介します。

　今、地球温暖化による影響は将来、予測もつかない影響が現れるところまできていることから、地球温暖化による影響を論じている場合ではないかもしれない。地球の温暖化は危機的状況であるが、温暖化対策は十分間に合うと考えられるため、自分たちで招いた地球温暖化を自分たちで早急にストップする行動を開始しましょう。

シンポジウム　“地球温暖化と虫”　4月4日（水）　10：20-12：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　今井長兵衛

I. 
地球温暖化と害虫発生


Ｉｍｐａｃｔｓ　ｏｆ　ｇｌｏｂａｌ　ｗａｒｍｉｎｇ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｉｎｓｅｃｔｓ


山村光司（農業環境技術研究所）


K. Yamamura (National Institute for Agro-Environmental Sciences)

「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」が2007年2月に公表した第4次報告書によると，21世紀末には20世紀末と比べて気温が1.1～6.4℃上昇するという。これらの気温上昇にともない，昆虫の発生パターンや発生量も大きく変わると予想される。その具体的な影響としては（1）年間発生世代数の増加，（2）越冬時の生存率の増加，（3）発生時期の早期化，（4）分布の北上，などがある。このうち，年間発生世代数は有効積算温度則により比較的容易に予測が可能である。平均気温15℃の地域で2℃だけ気温が上昇すると，水田害虫ではニカメイガの世代数が1世代増加し，その名前の由来となった二化性は三化性に変わる。小型の昆虫では増加世代数はより大きく，コガタアカイエカでは2世代の増加，アブラムシ類では5世代の増加が予測される。越冬時の生存率の増加については，野外での越冬条件が十分に解明されていないことから，その増加を直接に予測することは難しい。しかし，過去の気温と発生量の関係から統計学的に予測モデルを作成することは可能である。過去50年間の水田害虫の発生量を解析すると，ニカメイガとツマグロヨコバイの夏期の発生量に対して，その前の冬期の気温が影響していることが証明される。この予測モデルから，発生量は2050年頃にはニカメイガでは1.6～1.8倍，ツマグロヨコバイでは3～4倍になると予想される。この発生量の増加に伴い，ニカメイガによるイネの減収率は，2050年頃には1.6～1.8倍に増加すると予想される。発生時期の早期化については，日射による輻射熱により害虫の越冬場所の温度が気温よりも高くなることがあり，その影響を計算に組み込んで予測する必要がある。一般に，作物の発育には害虫の加害に弱い発育ステージと強い発育ステージがある。たとえば，イネ縞葉枯病はヒメトビウンカによって移される病気であるが，田植え後の数週間にその感受期が限られている。この病気は現在では北海道と関東以南で発生しており，その感受期と害虫発生のタイミングのズレのため，中間地域である東北地方や北陸地方では発生していない。日射の影響を組み込んで予測すると，2060年頃には東北地方や北陸地方でも病気が発生するようになると予測される。一方，害虫の分布の北上については，これは発生世代数の増加や越冬時生存率の上昇から必然的に生じる現象のように見える。ただし，害虫以外の昆虫の北上については，その食草の分布も同時に北上する必要があることから，その仕組みはより複雑である。概して，地球温暖化は壮大な実験の場でもあり，その実験系の中に人間自身が閉じこめられている。実験はすでに非意図的にスタートしてしまったが，今後それを制御しうる可能性も残されている。IPCCは，その制御への期待を込めて1.1～6.4℃という幅をもたせた報告を行っているようである。
シンポジウム　“地球温暖化と虫”　4月4日（水）　10：20-12：00
II.
地球規模での温暖化が蚊媒介性感染症の疾病構造に与える影響
Effect of global warming on the epidemiological feature of mosquito-borne diseases


小林　睦生(国立感染症研究所昆虫医科学部)



Mutsuo Kobayashi (Department of Medical Entomology, National Institute of Infectious Diseases )

日本のマラリアに関しては、明治から昭和の初期にかけて全国的に流行が見られ、北海道の屯田兵においても多数の三日熱マラリア患者の発生が認められていた。　また、1945年の終戦後に、南方諸国および中国大陸等から500万人以上の復員者が帰国し、マラリアの大きな流行が起こると危惧されていた。　しかし、戦後６年で全国の患者数は500人以下に急激に減少した。　さて、地球温暖化とマラリアに関してはいろいろと議論がなされ、エルニーニョがマラリアの流行に関係する事例、アフリカ大陸での高地マラリアの事例がある。実際、海抜1,500m以上のケニアの高地では、媒介蚊(Anopheles gambiae s.l).の発生密度が低いにもかかわらず、マラリアの流行が起こっている。このハマダラカの幼虫は18℃以下の水温では発育ができず、羽化も起こらない。幼虫発育はある幅の温度条件で起こることが知られており、地球規模での温暖化が、幼虫発育期間の短縮をもたらし、地域の個体群密度を上昇させることによってマラリア流行につながるとの意見である。　一方、マラリアの流行地域の拡大には、森林伐採、農耕地の造成などによる媒介蚊発生水域の拡大、医療体制の不備、媒介蚊防除活動の停滞など社会経済的な要因がより強く関係しているとの主張がある。　これらマラリアと温暖化の議論は、網戸や密閉構造が保たれた住宅など、ある種の媒介蚊対策が行われている日本での話ではないことに留意すべきである。
デング熱の主要な媒介蚊であるネッタイシマカは、１月の平均気温が10℃以上の地域に分布すると言われている。　台湾南部の高雄や台南ではデング熱の流行が見られるが、台北ではほとんど流行が起こっていない。これは、媒介蚊の分布や密度が関係していると理解されている。なお、今後の温暖化の推移によっては、台北や南西諸島、南九州においてもネッタイシマカの分布・定着が起こる可能性があり、継続したモニタリングが将来的に必要と考えられる。一方、東北地方でヒトスジシマカの分布域が1990年代になって明らかに北方へ拡大しており、青森県近くまで迫ってきている。最近侵入が認められた一関市、山形市、秋田市、能代市では多くの市民が新たに侵入したヤブカに困惑している。　デング熱やウエストナイル熱の重要な媒介蚊であり、最近、インド洋の諸島等で大きな流行が認められたチクングニアに関して、ヒトスジシマカはネッタイシマカより媒介能力が高いことが報告されている。日本脳炎の媒介蚊であるコガタアカイエカは、東北地方では発生数が少ない傾向があるが、温暖化によって個体群密度が上昇し、西日本地域と同様に日本脳炎ウイルスの伝播に寄与する可能性が考えられる。　地球規模での温暖化が蚊媒介性感染症の疾病構造にどのような影響を与えるか概説する。
研究班等集会１

殺　虫　剤　研　究　班

１．日時：4月２日　13:00～15:40

２．場所：Ｂ会場（大阪市立大学杉本キャンパス, 全学共通教育棟８１０教室）
３．内容

　１）総会（10分）

　２）シンポジウム「新規殺虫・殺そ剤」

座長　冨田隆史

①新規抗凝血性殺鼠剤ジフェチアロールの有効性

田々美健治　アース製薬（株）

②新規抗凝血性殺鼠剤ジフェチアロールの累積効果

伊藤靖忠　　（財）日本環境衛生センター

③銅の蚊に対する効力について

小泉智子　　（財）日本環境衛生センター

④銅の応用とその安全性について

斎藤晴夫　　（社）日本銅センター

⑤ファン式蚊取り剤の効力

神崎務　　　大日本除虫菊（株）

⑥ジノテフランのイエバエに対する食毒効果

千保聡　　　住友化学（株）

⑦マダニが媒介する牛の小型ピロプラズマ病

神尾次彦　　（独）動物衛生研究所

⑧マダニ用新規ダニ剤（エトキサゾール）

田村佳子　　ヤシマ産業（株）

連絡先：冨田隆史

162-8640 国立感染症研究所昆虫医科学部内

Tel & fax 03-5285-1147; E-mail ttt@nih.go.jp
（「ttt」は「tomita」に置き換えて下さい。スパム対策です。）
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2007年度ダニ類研究班集会　　　　　　　　　　

ダニ類研究班世話人　
高田伸弘（福井大・医）

第22回の集会は、下記の要領で開催されます。ご関係各位には奮ってご参加下さい。

１．日　時　
2007年4月2日 13：00～15：00

２．場　所　　　大阪市立大学杉本キャンパス, 全学共通教育棟820教室（Ｃ会場）
３．話  題   １．紀伊半島のリケッチア症


・田辺市周辺におけるツツガムシ病発生状況（1989～2005年）


玉置幸子（田辺市玉置病院）


・三重県志摩半島で局地的に発生するリケッチア感染症と日本紅斑熱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎮西康雄（三重大学医学系研究科）

２．大阪市におけるダニ類による問題

大阪府立公衆衛生研究所、堺市衛生研究所など（予定）

４．全体会議　　・会報「ダニ研究」について

　　　　　　　　・2006年度の学振科研や厚生科研課題の成果紹介（高田ほか）

　　　　　　　　・2007年度の活動方針について

話題の骨子

****************************************************************************

１．関係者の間でも意外に知られないのが、紀伊半島におけるリケッチア症多発の事実である。ツツガムシ病を始め日本紅斑熱もみられるが、特に目立つのは田辺市周辺でのツツガムシ病であって、地域の病院ないし医院の熱心な先生が症例を発掘しておられる。今回は、大阪での本学会開催なので、田辺市は若干離れてはいるが、玉置病院の先生にご足労いただいて現地疫学をお話いただく。加えて、最近、紀伊半島の東側、三重県南半部では紅斑熱リケッチア症の多発が知られるようになっており、疫学の現状について三重大学からお話いただく。このように、紀伊半島というフィールドの意義は高まっており、大方の来聴を希望する。

２．ダニが起因する問題は地域ごとに多様である。本研究班としては、それら問題の実情把握に努めたいと思い、地域で調査・研究に携わっておられる方々から、本大会開催のたびにお話を伺って来た。今回は、ご当地大阪周辺におけるダニ起因性の衛生問題の現状について、関係の専門家から話題を提供いただく。  　　　****************************************************************************

注　主催側で準備したほかに話題提供いただける方がおられたら、3月末までお申出下さい。　　　　　　　　　　　　　　

連絡先　〒910-1193　福井大学医学部　　

Tel 0776-61-8330  Fax 0776-52-3133                                  　　　　　　　　　　　　　　 

 e-mail aaa@sadi.workarea.jp
（「aaa」は「acaritakada」に置き換えて下さい。スパム対策です。）
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アブ研究会開催案内

従来のアブ研究班をアブ研究会として再出発いたします。

大会長の福永先生のご配慮で会場などを確保して頂きました。

アブに興味をお持ちの方々のご参加を期待しております。

日　時：平成19年4月2日(火)　13：30～15：30　

場　所：大阪市立大学杉本キャンパス, 全学共通教育棟821教室（Ｄ会場）
内　容：１）アブ研究会発足について　　　　　　　研究会幹事

　　　　２）話題提供

　　　　　　①吸血性アブ類捕獲用トラップに用いる二酸化炭素発生源の検討

　　　　　　　　　　　　　　　助廣 那由・佐々木　均(酪農大・環境昆虫)

　　　　　　②殺虫剤処理がニッポンシロフアブの吸血飛来とウシの行動に及ぼす影響        佐々木　均・助廣 那由・白石 昭彦（酪農大、東        

               　　　　　　　北農研）

　　　　　　③飛越高原のアブ　　　渡辺　護（富山衛研）

　　　　　　④追加話題（当日受付ます；液晶プロジェクターが準備されています。）
研究班等集会4

生理分子生物談話会（第15回）
4月2日（月）13：30～16：00　
大阪市立大学, 全学共通教育棟822教室（Ｅ会場）
話題１．「成虫休眠の神経機構」
沼田 英治（大阪市立大学大学院理学系研究科 生物地球系専攻nnn@sci.osaka-cu.ac.jp）　
（「nnn」は「numata」に置き換えて下さい。スパム対策です。）
成虫休眠の特徴は、生殖の抑制である。休眠メス成虫では、卵巣の発達が停止している。私は、今から23年前に「ホソヘリカメムシの成虫休眠の光周性による調節」という研究課題で大学院を修了した。これには、休眠を調節する光周性における光受容器は複眼であること、休眠の調節には幼若ホルモンが関わっていることなどが含まれていた。それからほどなくして学会で鎮西康雄さんと出会い、このカメムシの卵に含まれる青色蛋白質の研究を開始した。共同研究によって、青色蛋白質シアノプロテインおよび別の卵黄蛋白質の前駆体ビテロジェニンの合成と休眠との関係、これらの合成のホルモン調節を明らかにした。しかし、光受容器である複眼から幼若ホルモンの合成部位であるアラタ体までの経路は長く不明であった。後に、休眠メス成虫において、脳からアラタ体への神経を切断すると、卵巣の発達が誘導されることから、休眠中には脳からアラタ体へと抑制信号が送られていることが推定されたが、それ以上の知見は得られないままにどんどん年月がたっていった。最近になって、タングステン針またはレーザー照射によって脳内の特定のニューロンを除去する方法によって、ようやくこの抑制の担い手を明らかにすることができた。本講演では、ホソヘリカメムシの休眠に必須な脳内ニューロンを決定した実験結果を中心に、成虫休眠の神経機構について語り、今後の方向性を探りたい。
話題２．「マラリア原虫・媒介蚊の分子相関生物学」
鎮西 康雄（三重大学大学院医学系研究科 病態解明医学講座 医動物感染医学分野
ccc@doc.medic.mie-u.ac.jp）　
（「ccc」は「chinzei」に置き換えて下さい。）
マラリア原虫の生活環の展開は実に複雑で変化に富んでいる。宿主とする動物と媒介蚊の中で、寄生する細胞を選択しそれに合わせて必要な遺伝子を発現し、大きさや形を変えて侵入し増殖する。マラリア生物学の目標の一つは、この原虫と宿主との関係のありのままの姿を明らかにすることである。即ち「宿主特異性」「組織特異性」といった言葉で説明されてきたことの内容と実体を分子のレベルで説明することである。それがまた，マラリア感染阻止法開発研究の基盤にもなる。これまでのマラリア研究が赤血球ステージであるメロゾイトに極端に集中してきた。この時期の原虫が感染した動物に症状を引き起こす医学的に最も重要なステージであること，培養ができるなど他のステージに比べ格段に研究材料の扱いが容易であること、などが理由であったと思われる。メロゾイトの研究により多くの知識をもたらしたことは事実であるが，これを基盤とした感染阻止の技術が必ずしもうまく進展している訳ではない。むしろ様々な限界が見えてきてもいる。現在多くの研究者の関心が，その他のステージ，即ちガメトサイト，オオキネート，スポロゾイトに向けられ始めている。
　我々はこれまで，ネズミマラリアをモデルとして，オオキネートとスポロゾイトに着目し，媒介蚊の中腸や唾液腺，ネズミの肝臓や肝細胞などの宿主細胞との関係について調べてきた。これらの原虫の時期特異的に発現する分子を探索し，宿主細胞への接着侵入や運動に関わる分子，感染寄生に必須の分子をいくつか同定した。これらのステージの研究では材料調整がネックとなるが，我々はEST解析や独自に開発したマイクロアレイによる網羅的な解析と遺伝子ノックアウトによる機能解析によって，それを克服する戦略をとった。媒介蚊の中と吸血による動物への初期感染の様子はこれまでほとんど分かっていなかったが，この研究によりその一部が明らかにされつつある。しかし、まだ感染に必須の分子がすべて明らかになった訳ではないし、同定された分子についても構造や機能が十分解析された訳ではない。また、これらの原虫分子と対応する宿主細胞側の分子とその相互作用、またそれらが引き起こす原虫や宿主の生体反応については，ほとんど手がつけられていない。小集会では我々の研究の現状を紹介し、今後の課題について考えてみたい。
世話人：松岡裕之（自治医科大学・医動物学教室hhh@jichi.ac.jp）
沢辺京子（国立感染症研究所・昆虫医科学部sss@nih.go.jp）
(「hhh」は「hiroyuki」に、「sss」は「sawabe」に置き換えて下さい。)
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会　場　案　内　図
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杉本キャンパスへのアクセス （JR杉本町駅）

（大阪市立大学ホームページ： http://www.osaka-cu.ac.jpをご覧下さい）

交通機関

　空路ご利用の方

・関西空港をご利用の方はＪＲをご利用下さい. 

ＪＲ関西空港駅からＪＲ関空快速に乗り, 杉本町駅まで約１時間です.

・大阪（伊丹）空港をご利用の方はモノレールに乗り, 蛍池駅で阪急宝塚線に乗り換え,

終点の梅田（大阪）駅でＪＲに乗換え, ＪＲ杉本町駅で下車して下さい. 

　ＪＲ大阪駅からＪＲ杉本町駅

・ＪＲ大阪駅から環状線に乗り, ＪＲ天王寺駅で阪和線に乗り換えて杉本町駅で下車して下さい.　　

  ＪＲ大阪駅から杉本町駅まで約50分です.

　

杉本町駅から会場まで

杉本町駅の改札を出て天王子方面へ少し進むと踏み切りがあります.

踏み切りを渡り, 真っ直ぐ進むと信号がありますので, そこを右折して下さい.

そのまま進み、左側にある門からお入り下さい.

大　会　会　場　案　内

大阪市立大学杉本キャンパス



Ａ会場（基礎教育実験棟　１階　階段教室）



一般講演Ａ・総会・学会賞受賞式・特別講演・シンポジウム

Ｂ会場（全学共通教育棟　１階　８１０教室）

　

一般講演Ｂ・殺虫剤研究班

Ｃ会場（全学共通教育棟　２階　８２０教室）



編集委員会・情報委員会・ダニ類研究班

Ｄ会場（全学共通教育棟　２階　８２１教室）



アブ研究会

Ｅ会場（全学共通教育棟　２階　８２２教室）



生理分子生物談話会

休憩室・クロークは全学共通教育棟　１階　８１Ａ, ８１Ｂ教室です.

 





休憩室・クローク





Ｅ会場





Ｄ会場





Ｃ会場





Ｂ会場





Ａ会場





２階





１階





基礎教育実験棟





至　堺市





第１学生ホール





基礎教育実験棟（Ａ会場）





JR阪和線





全学共通教育棟（Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ会場）





杉本町駅





























至　天王寺








